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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　蓋体の天板部に形成されてストローにより開口させる簡易開口部として、開口時にヒン
ジ部により天板部と繋がった状態でストローにより押し下げられる開口片に対して、スト
ローでの押圧により破断可能な薄肉ラインが、開口片の周りの少なくとも大部分を囲むよ
うに形成されている簡易開口式の容器蓋において、薄肉ラインとヒンジ部で囲まれた開口
片の上面側で、ヒンジ部と対称位置にある開口片の周縁部付近に、上方に突出した突出部
が、ストローの端部と最初に当接するように形成されていることを特徴とする簡易開口式
容器蓋。
【請求項２】
　開口片の周縁部付近に形成されている突出部の外面側が、下から上に内方に傾斜した傾
斜面に形成されており、この傾斜面にストローの端部の内周縁が最初に当接するように形
成されていることを特徴とする請求項１に記載の簡易開口式容器蓋。
【請求項３】
　蓋体の天板部の中央部に、天板部の上端面から下方に凹んだ摺鉢状の傾斜面を有する傾
斜部が形成され、この傾斜部の下端から下方に垂下するように、ストローの外径よりも僅
かに大きな内径を有する筒状垂下部が形成されていて、この筒状垂下部の下端部に簡易開
口部が形成されていることを特徴とする請求項１又は２に記載の簡易開口式容器蓋。
【請求項４】
　ストローにより簡易開口部を開口させて蓋体の天板部にストローを貫通させた状態で、
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ストローの外周面と摺接してストローを保持している蓋体のストロー保持部分に、ヒンジ
部や突出部とは干渉しないように、蓋体の天板部の外面側と内面側とを連通する空気導入
部が形成されるようになっていることを特徴とする請求項１乃至３の何れかに記載の簡易
開口式容器蓋。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、蓋体の天板部に形成された簡易開口部をストローの挿通により開口すること
で、容器本体から蓋体を取り外すことなく、蓋体の天板部を貫通させたストローにより容
器内の飲料を飲むことができるようにした簡易開口式容器蓋に関する。
【背景技術】
【０００２】
　飲料が充填されたＰＥＴボトル等の容器口部に冠着される飲料容器用キャップのような
容器蓋について、ストローを挿通して開口させる簡易開口部を容器蓋の天板部に設けてお
くことで、容器本体から蓋体を取り外すことなく、ストローにより容器内の飲料を飲める
ようにするということが従来から提案されており、そのための簡易開口部の具体的な構造
として、開口時にヒンジ部により天板部と繋がった状態でストローにより押し下げられる
開口片に対して、ストローでの押圧により破断可能な薄肉ラインが、開口片の外縁の周方
向の一部分に破断しないヒンジ部を残すように、開口片の周りの大部分を囲むように形成
されているような構造が下記の特許文献１，２等によって従来から公知となっている。
【特許文献１】特開２００２－２０５７５３号公報
【特許文献２】特開２００３－２７６７５１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、上記のようにストローでの押圧により破断可能な薄肉ラインが形成されてい
る従来公知の簡易開口式容器蓋では、蓋体の天板部を水平基準として見たときに、破断可
能な薄肉ラインが全体として天板部と同じような水平状態にあることから、ストローでの
押圧により薄肉ラインを破断して開口片の部分を押し下げる際に、端部が平坦な普通のス
トロー（ストローの軸線方向と直交する方向に端部がカットされた、端部が尖っていない
ストロー）では、ストローの端部の全周が薄肉ラインと全体的に当接するために、ストロ
ーでの押圧力が薄肉ラインの全体に分散して作用することとなり、その結果、薄肉ライン
を破断するのに大きな押圧力が必要となる。
【０００４】
　これに対して、ストローの端部を軸線方向と傾斜する方向にカットして尖らせた場合に
は、ストローの端部の尖った先端部分を薄肉ラインの一部分に当接させて、ストローでの
押圧力を薄肉ラインの一部分に集中させることができるため、小さな押圧力により薄肉ラ
インを容易に破断することができるものの、一方、ストローの尖った先端部がヒンジ部の
付近に当接したときには、薄肉ラインを破断できなかったり、或いは、ヒンジ部を破断し
てしまったりする虞がある。
【０００５】
　本発明は、上記のような問題の解消を課題とするものであり、具体的には、ストローで
の押圧により破断可能な薄肉ラインが形成されている簡易開口式容器蓋について、薄肉ラ
インで囲まれた開口片と蓋体の天板部とを繋ぐヒンジ部を誤って破断するようなことなく
、小さな力で確実に薄肉ラインを破断できるようにすることを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、上記のような課題を解決するために、蓋体の天板部に形成されてストローに
より開口させる簡易開口部として、開口時にヒンジ部により天板部と繋がった状態でスト
ローにより押し下げられる開口片に対して、ストローでの押圧により破断可能な薄肉ライ



(3) JP 4404253 B2 2010.1.27

10

20

30

40

50

ンが、開口片の周りの少なくとも大部分を囲むように形成されている簡易開口式の容器蓋
において、薄肉ラインとヒンジ部で囲まれた開口片の上面側で、ヒンジ部と対称位置にあ
る開口片の周縁部付近に、上方に突出した突出部を、ストローの端部と最初に当接するよ
うに形成することを特徴とするものである。
【発明の効果】
【０００７】
　上記のような本発明の簡易開口式容器蓋によれば、ヒンジ部と対称位置にある開口片の
周縁部付近に突出部が形成されていることから、端部が平坦な普通のストロー（ストロー
の軸線方向と直交する方向に端部がカットされているもの）を使用しても、ストローの端
部の一部分が最初に突出部と当接するため、その部分で薄肉ラインの一部分にストローに
よる押圧力を集中的に作用させることができて、その結果、小さな押圧力により容易に薄
肉ラインを破断することができる。
【０００８】
　また、開口片を天板部に繋いでおくためのヒンジ部が、開口片の突出部とは対称位置に
あることから、突出部の近傍で薄肉ラインが最初に破断（初期破断）されてから、薄肉ラ
インの破断がヒンジ部の方向に徐々に進行して、ヒンジ部の近傍が破断されるまで、スト
ローによる押圧力がヒンジ部に作用することは殆どなく、しかも、破断がヒンジ部の近傍
にまで進行してきたときには、開口片の上面はストローの軸線方向と略平行に変位してい
るので、ストローの押圧力がヒンジ部を破断させることはなく、したがって、誤ってヒン
ジ部を破断するようなことなく確実に薄肉ラインの部分だけを破断することができる。さ
らに、使用するストローの端部を尖らせる（ストローの軸線方向に対して傾斜した方向に
カットする）ような必要がないため、ストローの製造が容易である（普通のストローをそ
のまま使用できる）と共に、ストローの端部の尖った先端部分によって誤って負傷するよ
うな虞もない。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　ストローでの押圧により破断可能な薄肉ラインが形成されている簡易開口式容器蓋につ
いて、薄肉ラインで囲まれた開口片と蓋体の天板部とを繋ぐヒンジ部を誤って破断するよ
うなことなく、小さな力で確実に薄肉ラインを破断できるようにするという目的を、最良
の形態として以下の実施例に具体的に示すように、薄肉ラインとヒンジ部で囲まれた開口
片の上面側で、ヒンジ部と対称位置にある開口片の周縁部付近に、上方に突出した突出部
を、ストローの端部と最初に当接するように形成するということで実現した。
【実施例１】
【００１０】
　本実施例（実施例１）の簡易開口式容器蓋は、飲料容器の容器口部にスナップ係合によ
って冠着される合成樹脂製のキャップであり、ポリエチレンやポリプロピレン等の周知の
容器蓋用の合成樹脂を材料として、射出成形等により一体成形されるものであって、図１
に示すように、略円形の天板部１１の周縁からスカート部１２が垂下されたキャップ１に
は、天板部１１の周辺部の内面側に、容器口部の内面側に接触する密封用の環状プラグ１
３が形成され、スカート部１２の下方に、容器口部の外面側と係合するスナップ係合部１
４が切り離し可能に形成され、スナップ係合部１４の外面側には摘み部１５が形成されて
いて、この摘み部１５を引っ張ってスナップ係合部１４を取り除くことで、キャップ１を
容器口部から容易に取り外すことができるようになっている。
【００１１】
　そのようなキャップ１の天板部１１の中央部には、天板部１１の上端面から下方に凹ん
だ摺鉢状の傾斜面を有する傾斜部１６が形成され、この傾斜部１６の下端から下方に垂下
するように筒状垂下部１７が形成されていて、この筒状垂下部１７の下端部に、開口部と
なる領域（開口片２１）の外縁に沿って破断可能な薄肉ライン２２を設けた簡易開口部２
０が形成されている。この簡易開口部２０は、ストローの端部での押圧により開口させる
ものであって、筒状垂下部１７は、使用するストローの外径よりも僅かに大きな内径を有
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している。
【００１２】
　この簡易開口部２０の薄肉ライン２２は、キャップの射出成形時に一体的に形成される
ものであり、使用するストローでの押圧により容易に破断できる程度の破断強度を有する
（即ち、ストローの押圧により破断できる程度の薄肉であれば良い）ものであって、薄肉
ライン２２の形状としては、本実施例では、図１に示すように、開口片２１の外縁の上面
部付近と筒状垂下部１７の下端部とを薄肉部で接続したような形状としているが、そのよ
うな形状に限らず、例えば、開口片の上面に対して外縁部を溝状に凹ませて薄肉にしたよ
うな他の形状であっても良いものである。
【００１３】
　また、この簡易開口部２０では、薄肉ライン２２とヒンジ部２３に囲まれた開口片２１
（薄肉ライン２２が破断された開口時にヒンジ部２３を支点としてストローにより押し下
げられる部分）に対して、その上面側で、ヒンジ部２３と対称位置にある開口片２１の周
縁部付近（薄肉ライン２２の近傍）に、上方に突出した突出部２４が形成されている。こ
の突出部２４の外面側は、下から上に内方に傾斜した傾斜面（即ち、突出部２４の下端か
ら上端にいくにしたがって、開口片２１の半径方向で内方に傾斜するような傾斜面）に形
成されており、突出部２４の外面側の下端と筒状垂下部１７との隙間がストローの肉厚よ
りも狭くなり、突出部２４の外面側の上端と筒状垂下部１７との隙間がストローの肉厚よ
りも広くなるように設定されているため、図３に示すように、ストロー２を筒状垂下部１
７に挿入したときに、突出部２４の外面側の傾斜面に対して、ストロー２の端部の内周縁
が最初に当接するようになっている。
【００１４】
　開口片２１を囲むように形成される薄肉ライン２２とヒンジ部２３について、本実施例
では、開口時に開口片２１が天板部１１（筒状垂下部１７）と確実に繋がった状態とする
ために、薄肉ライン２２の肉厚よりも少し厚肉となるようにヒンジ部２３を形成している
が、必ずしもそのようにヒンジ部２３を形成しなくても良い。即ち、ストローによる開口
時において、薄肉ラインの破断がヒンジ部２３の近傍にまで進行してきたときには、開口
片２１の上面はストローの軸線方向と略平行に変位しているため、ストローの押圧力がヒ
ンジ部２２に加わることは殆どないことから、ヒンジ部２３となる部分の肉厚を薄肉ライ
ン２２の肉厚と同じ程度にしても（薄肉ライン２２を開口片２１の周りの全周に形成し、
その一部分がヒンジ部２３となるようにしても）良い。
【００１５】
　なお、キャップ１の天板部１１の上端面には、図１に二点鎖線で示すように、傾斜部１
６と筒状垂下部１７と簡易開口部２０の部分を上方から覆うように、薄膜状のシール１８
が剥離可能なようにヒートシールされており、それによって、商品の流通・販売時に、筒
状垂下部１７の中に埃が溜まったり、或いは、簡易開口部２０が悪戯等により不正に開口
されたりするのを防止できるようにしている。
【００１６】
　上記のように簡易開口部２０が形成されている簡易開口式のキャップ１では、天板部１
１に貼着されたシール１８を剥がした状態から、図３に示すように、傾斜部１６により案
内させて筒状垂下部１７に挿入したストロー２を下方に強く押圧することにより、薄肉ラ
イン２２が破断されて、薄肉ライン２２とヒンジ部２３で囲まれた開口片２１の部分が、
図４に示すように、筒状垂下部１７の下端部とヒンジ部２３により繋がった状態で、ヒン
ジ部２３を支点としてストロー２により下方に押し下げられることで、簡易開口部２０が
開口される。
【００１７】
　そして、そのようにキャップ１の天板部１１に形成された簡易開口部２０をストロー２
により開口させて、そのままストロー２をキャップ１の天板部１１を貫通させて容器内に
挿入させることにより、容器本体からキャップ１を取り外すことなく、容器内の飲料をス
トロー２により容易に飲むことができる。
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【００１８】
　上記のように簡易開口部２０が形成されている本実施例の簡易開口式キャップ１によれ
ば、簡易開口部２０の開口片２１において、ヒンジ部２３と対称位置にある開口片２１の
周縁部付近（薄肉ライン２２の近傍）に突出部２４が形成されていることから、端部が平
坦な普通のストロー２（ストローの軸線方向と直交する方向に端部がカットされたストロ
ー）を使用しても、ストロー２の端部の一部分が最初に突出部２４と当接するため、その
部分で薄肉ライン２２の一部分にストロー２による押圧力を集中的に作用させることがで
きて、その結果、小さな押圧力により容易に薄肉ライン２２を破断することができる。
【００１９】
　しかも、本実施例では、突出部２４の外面側を傾斜面に形成して、この傾斜面にストロ
ー２の端部の内周縁を最初に当接させるようにしていることから、ストロー２による下方
への押圧力が、開口片２１を下方に押し下げる力として作用すると共に、開口片２１の周
縁部を半径方向内方へ引き寄せる横方向の力としても作用することとなり、その結果、突
出部２４の近傍に位置する薄肉ライン２２の一部分に対して、下方への剪断力と横方向へ
の引張力とが同時に作用することで、薄肉ライン２２の初期破断を一層容易に行うことが
できる。
【００２０】
　なお、ストロー２の端部を突出部２４に当接させようとする際に、本実施例では、キャ
ップ１の天板部１１に傾斜部１６と筒状垂下部１７とを形成して、ストロー２の外径より
も僅かに大きな（略同じ程度の）内径の筒状垂下部１７の下端部に簡易開口部２０を形成
していることから、傾斜部１６による案内によって、ストロー２を筒状垂下部１７に容易
に挿入させることができ、また、筒状垂下部１７による案内によって、ストロー２の端部
を突出部２４に確実に位置合わせすることができる。
【００２１】
　また、簡易開口部２０の開口片２１を天板部１１（具体的には、筒状垂下部１７の下端
部）に繋いでおくためのヒンジ部２３は、開口片２１の突出部２４とは対称位置にあるこ
とから、ストロー２により突出部２４の近傍で薄肉ライン２２が最初に破断（初期破断）
されてから、薄肉ライン２２の破断がヒンジ部２３の方向に徐々に進行して、薄肉ライン
２２のヒンジ部２３近傍が破断されるまでは、ストロー２による押圧力がヒンジ部２３に
作用することは殆どなく、しかも、破断がヒンジ部２３の近傍にまで進行してきたときに
は、開口片２１の上面はストロー２の軸線方向と略平行に変位しているので、ストロー２
の押圧力がヒンジ部２３を破断させることはなく、したがって、誤ってヒンジ部２３を破
断するようなことなく、確実に薄肉ライン２２の部分だけを破断することができる。
【００２２】
　さらに、使用するストロー２の端部を尖らせる（軸線方向に対して傾斜した方向にカッ
トする）ような必要がないため、ストロー２の製造が容易である（普通のストローをその
まま使用できる）と共に、ストローの端部の尖った先端部分によって誤って負傷するよう
な虞もない。
【実施例２】
【００２３】
　本実施例（実施例２）の簡易開口式容器蓋は、先に実施例１で説明した簡易開口式のキ
ャップ１と比べて、ストロー２により簡易開口部２０を開口させてキャップ１の天板部１
１にストロー２を貫通させた状態で、ストロー２の外周面と摺接してストロー２を保持し
ているキャップ１のストロー保持部分（即ち、筒状垂下部１７の内周面と、筒状垂下部１
７の下端部に形成される開口部の破断縁部）に、ヒンジ部２３や突出部２４とは干渉しな
いように、キャップ１の天板部１１の外面側と内面側とを連通する空気導入部が形成され
るようになっている、という点だけで相違するものであって、そのような本実施例（実施
例２）の簡易開口式キャップについて、実施例１との相違点だけについて以下に説明する
。
【００２４】
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　実施例１のキャップでは、図１および図２に示すように、ストロー２の外径よりも僅か
に大きな内径を有する筒状垂下部１７の内周面が、ストロー２の外周面とは全周的に摺接
するような円筒面に形成されており、また、薄肉ライン２２とヒンジ部２３で囲まれた開
口片２１の平面形状（傾斜した状態の開口片２１を上方から見た平面形状）が、筒状垂下
部１７の内周面の横断面形状と略同じ（僅かに小さい）大きさの円形となるように形成さ
れている。
【００２５】
　そのために、ストロー２により簡易開口部２０を開口させてキャップ１の天板部１１に
ストロー２を貫通させた状態で、ストロー２の外周面と、それと摺接してストロー２を保
持しているキャップ１のストロー保持部分（即ち、筒状垂下部１７の内周面と、筒状垂下
部１７の下端部に形成される開口部の破断縁部）との間には、僅かなクリアランスがある
だけで、両者は殆ど隙間のない状態で摺接している。
【００２６】
　その結果、ストロー２により薄肉ライン２２を破断して開口片２１を押し下げることで
、ストロー２を容器内に挿入してから、ストロー２により容器内の内容物を吸引する際に
、容器本体が柔軟性を有する可変形状のものであって、内容物を吸引した分だけ空気を容
器内に供給する必要がない場合には問題はないが、容器本体が柔軟性のない固定形状のも
のである場合には、キャップ１のストロー保持部分とストロー２の外周面との間からは空
気が容器内に流れ難いことから、ストロー２による吸引を止めた時にはストロー２の内部
を通って空気が容器内に逆流するものの、ストロー２を吸い続けている状態では、容器内
が減圧状態となって内容物をスムーズに吸引することができない。
【００２７】
　これに対して、本実施例（実施例２）のキャップでは、図５に示すように、ストロー２
の外径よりも僅かに大きな内径を有する筒状垂下部１７の内周面に、縦方向の切欠溝１７
ａが、ヒンジ部２３や突出部２４とは干渉しない位置に形成されていると共に、図６に示
すように、薄肉ライン２２とヒンジ部２３で囲まれた開口片２１の平面形状が、切欠溝１
７ａが形成された筒状垂下部１７の内周面の横断面形状と略同じ形状、即ち、ストロー２
の外径と略同じ円形の部分に対して、更に、切欠溝１７ａの横断面形状に相当する形状に
耳状に張り出した張り出し部分２１ａが付加されたような形状に形成されている。なお、
筒状垂下部１７の切欠溝１７ａと開口片２１の張り出し部分２１ａの個数については、本
実施例では２個を対称的に形成しているが、１個であっても良い。
【００２８】
　そのため、ストロー２により簡易開口部２０を開口させてキャップ１の天板部１１にス
トロー２を貫通させた状態で、ストロー２の外周面と摺接してストロー２を保持している
キャップ１のストロー保持部分（即ち、筒状垂下部１７の内周面と、筒状垂下部１７の下
端部の薄肉ライン２２による破断縁部）には、図７に示すように、予め形成されている筒
状垂下部１７の切欠溝１７ａと、ストロー２により開口された開口部の一部分（開口片２
１の張り出し部分２１ａに相当する部分）とによって、キャップ１の天板部１１の外面側
と内面側とを連通する空気導入部Ａが形成されるようになっている。
【００２９】
　そのような本実施例（実施例２）の簡易開口式キャップによれば、シール１８を剥離し
てから、ストロー２により薄肉ライン２２を破断して開口片２１を押し下げることで、ス
トロー２を容器内に挿入してから、ストロー２により容器内の内容物を吸引する際に、筒
状垂下部１７の切欠溝１７ａと開口部の一部分（開口片２１の張り出し部分２１ａに相当
する部分）とからなる空気導入部Ａを通して、外部の空気が容器内に自由に流れることか
ら、ストロー２を吸い続けている状態でも、容器内が減圧状態とはならず、ストロー２に
より内容物をスムーズに吸引することができる。
【００３０】
　以上、本発明の簡易開口式容器蓋の実施例について説明したが、本発明は、上記の各実
施例に示した具体的な構造にのみ限定されるものではなく、例えば、容器蓋としては、実
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ル型缶等の飲料容器に一般的に使用されているピルファープルーフ機能付きのネジキャッ
プであっても良く、また、ピルファープルーフ機能のないネジキャップや、さらには、天
板部の周縁からスカート部を垂下させたキャップに限らず、簡易開口部が形成できる天板
部を有する容器蓋であれば、栓体やその他の容器蓋であっても良いものである。
【００３１】
　また、天板部に形成された簡易開口部の部分をカバーしておくために、薄膜状のシール
ではなく、天板部にヒンジ部を介して連設したオーバーキャップで覆うようにしても良く
、さらに、簡易開口部の具体的な構造についても、上記の各実施例では、天板部の上端面
から下方に凹んだ摺鉢状の傾斜面を有する傾斜部を形成し、この傾斜部の下端にストロー
の外径よりも僅かに大きな内径を有する筒状垂下部を形成して、この筒状垂下部の下端部
に簡易開口部を形成するようにしているが、場合によっては必ずしもそのような構成を採
用しなくても良く、また、上記の実施例では、突出部の外面側を下から上に内方に傾斜し
た傾斜面に形成して、この傾斜面にストローの端部の内周縁を最初に当接させるようにし
ているが、突出部の外面側をそのような傾斜面に形成することなく、突出部の上端面にス
トローの端面を最初に当接させるようにしても良い等、適宜に設計変更可能なものである
ことはいうまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の簡易開口式容器蓋の一実施例（実施例１）に係る簡易開口式キャップを
示す縦断面図。
【図２】図１に示した簡易開口式キャップの上方から見た状態を示す上面図。
【図３】図１に示した簡易開口式キャップについて、ストローにより簡易開口部を開口す
る前の状態を示す縦断面図。
【図４】図１に示した簡易開口式キャップについて、ストローにより簡易開口部を開口し
た後の状態を示す縦断面図。
【図５】本発明の簡易開口式容器蓋の他の実施例（実施例２）に係る簡易開口式キャップ
を示す縦断面図。
【図６】図５に示した簡易開口式キャップの上方から見た状態を示す上面図。
【図７】図６に示した簡易開口式キャップについて、ストローにより簡易開口部を開口し
た後の状態を示す上面図。
【図８】実施例１および実施例２に示したスナップキャップとはタイプの異なるネジキャ
ップによる本発明の簡易開口式容器蓋の他の実施例について示す縦断面図。
【符号の説明】
【００３３】
　１　　　　キャップ（蓋体）
　２　　　　ストロー
　１１　　　（キャップの）天板部
　１２　　　（キャップの）スカート部
　１６　　　（天板部中央部の）傾斜部
　１７　　　（天板部中央部の）筒状垂下部
　２０　　　簡易開口部
　２１　　　開口片
　２２　　　薄肉ライン
　２３　　　ヒンジ部
　２４　　　突出部
　Ａ　　　　空気導入部
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